
 
 

 

  

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
４
年
間
途
絶
え
て
い
た
バ
ス
ツ
ア

ー
を
復
活
・
成
功
さ
せ
ま
し
た
。 

 
天
気
に
恵
ま
れ
た
１２
月
１６
日

(

日)
２３
人
の
仲
間
が
、
ウ
ト
ロ
平
和

記
念
館(
左
写
真
）
、
尹
東
柱(

ユ
ン

ド
ン 

ジ
ュ)
記
念
碑
、
山
宣
資
料
館

と
墓(

右
下
写
真)
を
訪
れ
、
差
別
に

あ
ら
が
う
在
日
朝
鮮
人
の
不
屈
の
歴

史
や
そ
れ 

を
支
援
し
た
日
本
人
の
存

在
と
、
戦
争
に
命
を
か
け
て
あ
ら
が

っ
た
山
本
宣
治
の
生
涯
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。  

以
下
が
感
想
文
で
す
。  

◇
す
ば
ら
し
い
企
画
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
！
お
疲
れ

さ
ま
で
す
。
昼
食
は
か
わ
い
ら
し

く
、
暖 

ま
り
ま
し
た
。
事
務
局
の

「
思
い
や
り
」
を
感
じ
ま
し
た
。
ほ

っ
こ
り
・
・
・ 

◇
山
宣
の
資
料
館
の

お
話
と
現
物
と
映
画(

車
中
で
「
武
器

な
き
た
た
か
い
」
鑑
賞)

が
マ
ッ
チ
し

て
、
こ
ん
な 

に
た
た
か
っ
て
き
た
人

た
ち
が
い
た
の
に
、
今
、
同
じ
よ
う

に
戦
争
準
備
を
し
て
い
る
支
配
者
が

い
る
こ
と
に
身
に
つ
ま
さ
れ
ま
し

た
。 

◇
ウ
ト
ロ
に
来
て
、
大
阪
市
生

野
区
の
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
資
料
館
と
の

歴
史
の
違
い
が
少
し
わ
か
り
ま
し

た
。 

       

   来
て
よ
か
っ
た
。 

 

          

    

昨
年
１２
月
１９
日(

月)

午
後
１２
時

３０
分
よ
り
大
阪
平
和
委
員
会
、
大
阪

原
水
協
、
大
阪
革
新
懇
、
大
阪
労
連

の
４
団
体
の
呼
び
か
け
で
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
領
事
館
前
で
「
ガ
ザ
に
平
和

を
」
「
ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ

の
支
援
を
す
る
な
」
と
抗
議
す
る
集

会
を
４０
人
の
参 

加
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

大
阪
原
水
協
の
橋
口
事
務
局

長
の
司
会
の
も
と
、
新
婦
人
の
秋
元

さ
ん
、
非
核
の
会
お
お
さ
か
の
長
尾

さ 

ん
、
大
阪
自
治
労
の
仁
木
さ
ん
、

大
阪
革
新
懇
の
大
原
さ
ん
、
そ
し
て 

        

 大
阪
平
和
委
員
会
の
山
本
訓
子
さ
ん

の
５
人
が
、
マ
イ
ク
を
も
っ
て
領
事

館
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー
チ
を

行
い
ま
し
た
。  

◇
山
本
訓
子
さ
ん
の 

ス
ピ
ー
チ
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 

「
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
へ
の

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
攻
撃
で
沢
山
の
子

ど
も
た
ち
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま

す
。 

米
国
は
そ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
米
国
は
い
ま
す
ぐ

イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
支
援
を
止
め
よ
。

イ
ス
ラ
エ 

ル
は
ガ
ザ
へ
の
軍
事
攻
撃

を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
」  

    

 

大 

阪 

原 

水 

協 

は 

１ 

月 

９ 

日(

火) 

に 

上 

六 

の 

近 

鉄 

駅 

前 

に 

て 

今
年

最
初
の
６ 

・ 

９ 

行 

動 

を 

行 

い 

ま 

し 

た 

。  

参 

加 

者 

は 

２ ０ 

人 

で 

、 

高 

校 

生 

や 

外 

国 

人 

も 

署 

名 

し 

、 

１ ４ 

筆 

の 

署 

名 

が 

寄
せ
ら
れ 

ま 

し 

た 

。 

ま 

た 

、
元 

旦 

の 

能 

登 

半 

島 

地 
震 
の 

被 

災 

者 

救 

援 

カ 

ン 

パ 

も 

訴 
え
た
と
こ
ろ
、 

五 

〇 

〇 

一 

円 

の 

カ 

ン 

パ 

が 
寄
せ
ら
れ
ま 

し 

た 

。  

ス 

ピ 

ー 
チ 
は
、 

橋 

口 

紀
塩
大 

阪 

原 

水 

協 

事 
務 
局 

長 

、 

清 

水 

た 

だ 

し 

日 

本 

共 
産 
党 

前 

衆 

議 

院 

議 

員 

が 

行 

い 

ま 

し 

た 
。
各 

弁 

士 

か 

ら 

は 

「 

日
本
政
府
は
核 
兵 
器 

禁 

止 

条 

約 

第 

２ 

回 

締 

約 

国 

会 
議 
に 

オ 

ブ 

ザ 

ー 

バ 

ー 

参 

加 

す 

ら 

し 
な 

か
っ
た 

。
世 

界 

各 

国 

か 

ら 

批 

判 

の 

声 

が 

あ 

が 

っ 

て 

い 

る 

。
ロ 

シ 

ア 

に
よ
る 

ウ 

ク 

ラ 

イ 

ナ 

へ 

の 

軍 

事 

侵 

攻 

や 

ガ 

ザ 

へ 

の 

イ 

ス 

ラ 

エ 

ル 

の 

攻 

撃 

で 

核 

使 

用 

の 

威 

嚇 

が 

行 

わ 

れ 

て 

い 

る 

。
核 

兵 

器 

の 

使 

用 

を 

防 

ぐ 

唯 

一 

の 

確 

実 

な
保
障 

は 

、
核 

兵 

器 

を 

廃 

絶 

す 

る 

こ 

と 

で 

あ 

る 

。
力 

対 

力 

で 

は 

何 

も 

解 

決 

し 

な 

い 

。
」 

 

「 

日
本
政
府
は
核 

兵 

器 

禁 

止 

条 

約 

第 

２ 

回 

締 

約 

国 

会 

議 

に 

オ 

ブ 

ザ 

ー 

バ 

ー 

参 

加 

す 

ら 

し
な
い
。

沈
黙
は
加
担
と
同
じ
。
パ
レ
ス
チ
ナ

自
治
区
ガ
ザ
へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻

撃
を
直
ち
に
中
止
す
る
よ
う
求
め
て

い
こ
う
。
そ
れ
が
人
道
的
悲
劇
の
回

避
と
平
和
の
実
現
に
つ
な
が
る
」  

こ
の
行
動
で
は
、
寄
せ
書
き
を
し
て

も
ら
う
た
め
ボ
ー
ド
を
用
意
し
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
方
が
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
今
す
ぐ
戦
争
止
め
て
。
人
の
生
命

は
み
ん
な
平
等
！
」 

「
武
力
に
よ
る
争
い
よ
り
も
話
し
合 

い
を
」 

   昨
年
１２
月
２４
日(

土)

民
主
青
年
同

盟
と
平
和
委
員
会
共
催
の
「
平
和
を
願

う
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
か

れ
、
高 

校
生 

４ 

人
を
含
む
４２ 
名
が
参

加
し
、
楽
し
く
明
る
い
パ
ー
テ
ィ
に
な

り
ま
し
た
。  

平
野
在
住
の
小
川
陽

太
衆
院
２
区
候
補
も
参
加
し
、
挨
拶
を

し
ま
し
た
。  

 
 

Ⅰ
部
は
学
習
会―

 

上
羽
事
務
局
長
に

よ
る
レ
ジ
ュ
メ
を
用
い
た
２０
分
間
ほ

ど
の
報
告
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
を
巡
る
世
界
の
動
き
」
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。  

Ⅱ
部
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー―

 

手
作
り
の
唐
揚
げ
、
お
で
ん
、
寿
司
な

ど
の
ご
ち
そ
う
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

平
和
の
話
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
・

歌
声
、
腹
話
術
、
絵
本
の
朗
読
、
ゴ
ム

銃
で
の
射
的
、
折
り
紙
等
盛
り
だ
く
さ

ん
の
企
画
で
子
ど
も
た
ち
も
大
変
喜
ん

で
い
ま
し
た
。 

射
的
コ
ー
ナ
ー
で
は

上
羽
事
務
局
長
が
自
慢
の
運
動
神
経
を

駆
使
し
て
輪
ゴ
ム
を
２
発
発
射
し
、
２

発
と
も 

的
の
飴
玉
に
命
中
。
景
品
と

し
て
飴
玉
を
二
つ
も
ら
い
ま
し
た
。 

青
年
学
生
部
の
山
本
典
子
さ
ん
の
赤
ち

ゃ
ん
と
も
う
一
人
の
赤
ち
ゃ
ん
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

              

 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
１
月

１０

日

(

土)

午
後
６
時
か
ら
１
時
間
半
に
わ

た
り
１
月
度
の
常
任
理
事
会
を
１１
人

の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。 

最
初
に
西
会
長
が
「
２
百
人
以
上

の
方
が
亡
く
な
っ
た
能
登
災
害
及
び

羽
田
空
港
事
故
に
言
及
し
て
、
お
悔

や
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
。 

４
年
ぶ
り
に
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
成
功 

 

理
事
会
を
開
催 

米
国
領
事
館
抗
議

東
淀
川
パ
ー
テ
ィ

自
公
両
党
に
要
請 

 

 

６
・
９
行
動
元
気
に

米
国
領
事
館
抗
議

東
淀
川
パ
ー
テ
ィ

自
公
両
党
に
要
請 

東
住
吉
パ
ー
テ
ィ
ー

６
・
９
行
動
元
気
に

米
国
領
事
館
抗
議

東
淀
川
パ
ー
テ
ィ
自

公
両
党
に
要
請 

 

 

２３４１号 

２０２４年１月２５日(木) 

 



次
い
で
上
羽
事
務
局
長
が
、
６
頁

に
わ
た
る
議
案
書
を
も
と
に
１１
月
と

１２
月
の
活
動
を
振
り
か
え
る
と
と
も

に
２
０
２
４
年
１
月
度
の
活
動
方
針

を
提
案
し
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
が
１１
月
と
１２
月

の
活
動
と
し
て
言
及
し
た
の
は
次
の

三
件
。 

① 

１１
月
２８
日
に
Ｊ
Ｒ
京
橋
駅
前
で

「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和
を
」
宣

伝
を
６０
人
で
実
施
。 

② 

１１
月
２９
日
に
八
尾
平
和
委
員
会

が
「
荒
野
に
灯
を
灯
す
」
の
映

画
会
を
６９
人
の
参
加
で
実
施
。

そ
の
後
、
「
総
会
に
も
参
加
し
た

い
の
で
」
と
入
会
し
て
く
れ
た

新
会
員
含
め
３０
人
の
出
席
で
総

会
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
。 

③ 

１２
月
２４
日
東
住
吉
が
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
を
盛
大
に
開
催
。

新
会
員
を
そ
の
場
で
一
人
迎
え

た
こ
と
。 

こ
の
後
、
近
藤
理
事
長
の
司
会
の

も
と
、
参
加
者
全
員
が
昨
年
暮
れ
か

ら
新
年
に
か
け
て
地
域
で
取
り
組
ん

だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
、
交

流
し
ま
し
た
。 

な
お
、
会
議
終
了
後
、
巻
き
ず
し

の
お
土
産
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

  

１２
月
１０
日(

日)

午
後
１
時
か
ら

２
時
間
に
わ
た
り
、
日
本
平
和
委
員

会
・
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
大
阪
平

和
委
員
会
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

関
西
２
府
４
県
の
平
和
委
員
会
の

代
表
が
９
名
参
加
す
る
と
と
も
に
、

日
本
平
和
委
員
会
か
ら
は
千
坂
事
務

局
長
、
岩
月
事
務
局
次
長
、
関
西
共

同
印
刷
勤
務
か
ら
日
本
平
和
員
会
専

従
と
な
っ
た
岩
本
事
務
局
員
の
３
名

が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
し
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
は
近
藤
理

事
長
と
上
羽
事
務
局
長
が
出
席
。 

上
羽
事
務
局
長
が
こ
の
会
議
の
司

会
を
務
め
、
近
藤
理
事
長
が
旭
区
で

の
仲
間
増
や
し
の
経
験
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。 

   
 

１
月
１１
日(

木)

午
後
１２
時
よ
り
大

阪
平
和
委
員
会
、
大
阪
原
水
協
、
大

阪
革
新
懇
、
大
阪
労
連
の
４
団
体
の

呼
び
か
け
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
領
事

館
前
で
「
ガ
ザ
に
平
和
を
」
「
ア
メ

リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
支
援
を
す

る
な
」
と
抗
議
す
る
集
会
を
４０
人
の

参 

加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た 

上
羽
事
務
局
長
な
ど
５
人
の
弁
士
が

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
持
ち
、
「
国
連
総
会

で
即
時
、
人
道
停
戦
を
求
め
る
決
議
案

が
１
５
３
カ
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。

し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
援
し
て
い

る
米
国
が
反
対
し
た
う
え
、
大
量
の
戦

車
用
砲
弾
ま
で
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
、

世
界
中
か
ら
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
」
な
ど
と
米
国
を
批
判
し
ま
し
た
。 
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関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

常
任
理
事
会
を
開
催 

      【２０２４年１月行事案内】 

７日(日) 勤労協新春学習会 14：00  

９日(火) 6・9行動 12:00  近鉄上本町 

「９の日」宣伝」12：15 南森町 

10日(水) 大阪平和委員会理事会 18：00   

13 日(土) 京都市長選支援 14：00 ラボール京都４F 

20日(土) 全国常任理事会 9：00～18：00 

27日(土)  全国理事会 ZOOM 13：00  

28日(日)   〃 

2／1(木) 米国領事館前抗議行動 12：00 

「能登半島地震救援募金」へのご協力のお願い 
2024年 1月 3日 日本平和委員会 

 1 月 1 日に石川県能登地方を震源とする地震が発生し、石川県を中心に富山、新潟など広範囲に深刻な被害をもたらしていま

す。余震も断続的に起こり、3 日夕方の時点で、石川県内で 65 人の死亡が確認され、3 万 3000 人が避難。断水も広範囲で起こ

っています。倒壊した家屋も多く、道路も寸断され、孤立した集落もあり、被害はさらに拡大する可能性があります。最も深刻

な被害を受けた石川県輪島市には、輪島平和委員会の仲間もいます。石川県平和委員会も被害状況を把握し、救援活動にとりく

んでいます。 

 日本平和委員会は人命を何よりも大切にする立場から、この深刻な被害状況にかんがみ、 石川県平和委員会が呼びかけてい

る「救援募金」（別添「ニュース」参照）に全面的に協力していきたいと思います。全国の平和委員会の会員・読者の皆さん

に、この募金活動への協力を呼びかけるものです。寄せられた募金は、石川県平和委員会を通じ、被災した会員・読者はじめ、

現地の被災状況に応じて、必要な支援活動に有効に活用していただきます。 

 今回の地震は、大軍拡をすすめながら防災関連予算を抑制する自民党政治の異常さ、地震が多発する地域に原発を多数建設す

る自民党政治の異常さと危険も浮き彫りにするものになっています。今回の地震で、石川県志賀町の北陸電力志賀原発や新潟県

柏崎市の柏崎刈羽原発では、使用済み核燃料貯蔵プールから水があふれる事態が生じました。福井県にも原発が集中していま

す。被災者救援と合わせ、「大軍拡やめ、軍事費を防災、被災者救援に回せ」「原発なくせ」の声を広げましょう。 

★募金は以下にお願いします。郵便振替 口座番号：００７８０－５－１９２５５ 加入者名：石川県平和委員会 

※通信欄に「能登半島地震救援募金」と必ず記入してください。 

 

 

 

    【２０２３年後半大阪平和委員会の確かな足跡】 

 

８月１日  すみれ保育園「安保３文書」学習会２２人 

９月 11日   上野郁子さんと交流のひととき ２０人 

10月 19日  「パレスチナに平和を」大阪行動 ６０人 

12月 12日 西淀川総会 上羽事務局長報告 

12月 16日 平和バスツアー ２３人  

12月 24日 東住吉「平和を願うパーティ」４２人 

12月 28日 日赤に「ガザとウクライナに平和を」１０万円募金 
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